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インフルエンザ定点（小児科定点を含む） 

インフルエンザ：       ７,８１７件（前月比 ２６．３、前年比 ２．１）と前月と比べて、急激な増加をみ

ました。県下全域からの報告をみていますが、八代（定点当たり １９４．４）、

有明（定点当たり １２５．８）、宇城（同 １１１．７）、菊池（同 １０９．９）

が多いようです。 

 

 

 

小児科定点 

（全体傾向）      １１,４００件（前月比 １．５、前年比 １．６）と増加しました。これは、インフ

ルエンザの急激な増加によるものです。それ以外では感染性胃腸炎が、 １,７１７

件（前月比 ０．４、前年比 １．０）と半減しました。 

            水痘 ４８３件（前月比 ０．９、前年比 １．２）、伝染性紅斑 １０２件（前月比 

０．６、前年比 ４．６）、流行性耳下腺炎 ３４０件（前月比 ０．７、前年比  

３．３）は減少しましたが、いずれも前年と比べて高水準が持続していますので、

注意は必要です。 

 

 

（疾患別傾向） 

１．ＲＳウイルス感染症：２４２件（前月比 ０．６、前年比 ０．５）と減少しました。天草（ １６．０）が

目立ちます。 

 

２．咽頭結膜熱：    １２３件（前月比 ０．８，前年比 ２．７）と減少しました。 

  

３．Ａ群溶連菌咽頭炎： ２１７件（前月比 ０．７、前年比 １．４）と減少しました。 

 

４．感染性胃腸炎：   １,７１７件（前月比 ０．４、前年比 １．０）と半減しました。 県下全域からの

発生をみています。山鹿（ １０１．５）が定点当たり突出しています。 

 

５．水  痘：     ４８３件（前月比 ０．９、前年比 １．２）と漸減しました。人吉（ １６．３）、

水俣（ １５．５）、宇城（ １５．３）、菊池（ １４．５）、が多いようです。 

 

６．手足口病：     ８件（前月比 ０．７、前年比 ０．５）とさらに減少しました。 

 

７．伝染性紅斑：    １０２件（前月比 ０．６、前年比 ４．６）と減少しました。 

 

８．突発性発しん：   １２３件（前月比 １．０、前年比 ０．７）と変わりありません。 

 

９．百 日 咳：     ２件の発生をみています。 

  

１０． ヘルパンギーナ： １７件（前月比 ０．３、前年比 １．０）の発生をみています。 

 

１１．流行性耳下腺炎： ３４０件（前月比 ０．７、前年比 ３．３）と減少しました。しかし、例年より高

水準にあります。宇城（ １９．３）、八代（ １８．０）、菊池（ １５．３）が

多いようです。 

 

 



眼科定点 

１．急性出血性結膜炎： 報告数 １例（前月比－、前年同月－）有明からの報告です。 

 

２．流行性角結膜炎：  報告数 ４９例（前月比 １．０、前年同月 ０．８）と増加はありません。 

               地区別では熊本 ４２件、有明 ６件、天草 １件の報告です。 

               年齢別では ２０～４９歳代で ４７％を占めていますが、その他の年齢層に比べる

と、７０歳以上にも １２％と多めに報告されています。 

 

 

 

ＳＴＤ定点 

１．性器クラミジア感染症：報告数 ５１件（前月比 １．５、前年比 １．３）でした。前月比、前年比とも増加しています。

男女別は、女性が ３７件と多く見られています。年齢別は、女性は ２０～２４歳に １９件と

多く、男性では １５～６４歳と幅広く見られています。地区別は、熊本が ３６件と圧倒的に

多く、次いで御船、八代、宇城に各 ４件、山鹿、菊池、有明に各 １件でした。 

 

２．性器ヘルペスウイルス感染症： 

報告数 １４件（前月比 ０．５、前年比 ０．７）でした。前月比、前年比とも減少しています。

男女別は、女性が ８件とやや多く見られました。年齢別は、女性で ２０～４９歳に、男性で

も １５～５９歳と幅広く見られています。地区別は、熊本が ９件と多く、次いで八代、宇城

に各 ２件、御船 １件でした。 

 

３．尖圭コンジローマ： 報告数は ４件（前月比 ０．７、前年比 １．０）でした。前月比では減少していましたが、前年

比では同数でした。男女別は、同数でした。年齢別は、男性で ２５～２９歳に、女性で ２０

～２４歳に見られました。地区別は、全て熊本でした。 

 

４．淋菌感染症：     報告数は ６件（前月比 １．５、前年比 ０．３）で、前月比では増加していましたが、前年比

では著明に減少しています。男女別は、全て男性でした。年齢別では、２０～３９歳に見ら

れています。地区別は、熊本 ４件、有明、宇城各 １件でした。 

 

 

 

基幹定点 

（月報分） 

１．メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症： 

報告数 ７３件（前月比 １．３、前年比 １．３）でした。５７件（７８%）は ７０ 
歳以上でした。 

 

２．ペニシリン耐性肺炎球菌感染症： 

報告数 ２件（前月比 ２．０、前年比 ２．０）でした。 
 

３．薬剤耐性緑膿菌感染症： 

報告はありませんでした。 
 

 

 

 

 



（週報分） 

１．細菌性髄膜炎：   報告数 １件（前月比 １．０、前年比－）でした。６０～６４歳でした。熊本地区か

らの報告でした。 

 

２．無菌性髄膜炎：    報告数 １件（前月比 ０．２、前年比 －でした。２０～２４歳でした。熊本地区から 
の報告でした。 

 

３．マイコプラズマ肺炎： 報告は ６件（前月比 ０．８、前年比 ３．０）でした。１～４歳 ２件、５～９歳 １
件、１０～１４歳 ３件でした。熊本地区 ５件、有明地区 １件の報告でした。 

 

４．クラミジア肺炎：    報告数 １件（前月比 ０．３、前年比 －）でした。１０～１４歳でした。熊本地区か

らの報告でした。 

 

 

 

届け出対象感染症 

１類感染症：          報告はありませんでした。  

２類感染症：          結核： ２２件  

３類感染症：          腸管出血性大腸菌感染症： １件 （Ｏ ９１： １件）  

４類感染症：          報告はありませんでした。  

５類感染症（全数把握）：   アメーバ赤痢： １件 

梅毒：１件 
破傷風：１件 


